















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    
          
 
   









































































































































































































































































































































































































































































































































    
          
 
   
      
』
が
発
表
さ
れ
た
翌
年
明
治
四
十
四
年
に
起
っ
た
南
北
朝
正
閏
問
題
な
の
で
す
。
谷
崎
は
、
そ
の
前
年
の
十
月
に
発
表
し
た
こ
の
作
品
で
、
既
に
北
朝
を
評
価
す
る
作
中
人
物
の
言
葉
を
以
て
、
近
代
天
皇
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
名
分
論
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
鋭
く
衝
い
た
。
そ
れ
が
、
先
の
正
体
不
明
の
―
と
言
っ
て
も
、
そ
の
発
話
者
は
山
崎
を
除
く
原
田
、
杉
の
い
ず
れ
か
で
は
あ
る
の
で
す
が
―
帝
大
生
の
言
葉
な
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
泥
酔
し
た
誰
か
の
言
葉
を
、
こ
れ
も
意
識
朦
朧
と
し
た
「
私
」
が
覚
え
て
い
る
と
い
う
設
定
で
そ
の
真
偽
を
国
家
権
力
に
対
し
て
言
い
逃
れ
で
き
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
谷
崎
の
検
閲
制
度
に
対
す
る
用
心
深
い
配
慮
が
あ
る
。
何
し
ろ
酒
の
上
で
の
話
で
、
水
に
流
す
の
が
一
般
と
い
う
慣
習
を
巧
妙
に
利
用
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
谷
崎
の
鋭
い
時
代
へ
の
嗅
覚
に
は
、
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
　
こ
う
い
う
訳
で
、
谷
崎
の
文
学
的
出
発
期
に
は
、
用
心
深
い
虚
構
で
幾
重
に
も
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
近
代
天
皇
制
へ
の
大
胆
不
敵
な
原
理
的
批
判
を
沢
山
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。（
他
に
自
己
の
抱
く
反
逆
的
思
想
が
官
憲
に
見
抜
か
れ
て
捕
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
谷
崎
に
は
珍
し
い
私
か
な
恐
怖
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
『
信
西
』（
明
治
四
四
・
一
）
と
言
う
よ
う
な
作
品
も
あ
り
ま
す
が
、
時
間
の
都
合
で
省
き
ま
す
。）
そ
こ
で
、
一
体
、
こ
う
い
う
谷
崎
の
天
皇
制
批
判
の
モ
チ
ー
フ
は
、
直
接
的
に
は
何
に
起
因
し
て
い
る
の
か
。
　
私
は
、
そ
れ
を
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
六
月
に
発
覚
し
、
同
十
二
月
に
大
審
院
結
審
、
翌
四
十
四
年
一
月
に
幸
徳
秋
水
、
菅
野
ス
ガ
等
十
二
名
が
処
刑
さ
れ
た
大
逆
事
件
へ
の
怒
り
に
発
す
る
も
の
だ
、
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
谷
崎
の
文
学
的
出
発
期
の
先
に
見
た
諸
作
品
の
モ
チ
ー
フ
は
、
日
本
近
代
史
上
最
大
の
デ
ッ
チ
上
げ
事
件
と
言
わ
れ
、
又
憲
政
史
上
最
大
の
暗
黒
事
件
と
し
て
今
日
み
な
さ
れ
て
い
る
大
逆
事
件
に
示
さ
れ
た
天
皇
制
国
家
の
暴
力
化
、
反
動
化
、
そ
し
て
非
合
理
化
に
対
す
る
深
い
憤
り
に
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
み
に
、
谷
崎
に
お
け
る
叙
上
の
諸
作
品
の
発
表
の
年
月
日
は
、
大
逆
事
件
の
発
生
と
終
結
の
歴
史
的
時
間
の
枠
の
中
に
総
て
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
逆
事
件
を
背
景
に
7 谷崎文学の思想――『痴人の愛』を中心に――
置
く
と
、
谷
崎
の
初
期
作
品
の
主
題
が
、
天
皇
制
と
は
何
か
と
い
う
基
本
命
題
へ
の
良
く
こ
な
れ
た
原
理
的
思
索
の
作
品
的
表
現
で
あ
る
こ
と
が
否
定
し
難
い
形
で
分
っ
て
き
ま
す
。
　
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
谷
崎
の
モ
チ
ー
フ
が
用
心
深
く
は
あ
る
が
、
論
理
的
に
否
定
し
難
い
形
で
作
品
に
刻
印
さ
れ
た
例
が
唯
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
先
に
取
り
上
げ
た
『
刺
青
』
と
云
う
作
品
の
冒
頭
部
分
で
す
。
即
ち
、
そ
こ
に
は
、
其
れ
は
ま
だ
人
々
が
「 
愚 
」
と
云
ふ
貴
い
徳
を
持
つ
て
居
て
、
世
の
中
が
今
の
や
う
に





激
し
く
軋
み
合
は
な
い
時
分
で
あ
つ
た
。（
傍
点
講
お
ろ
か
演
者
）
と
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
「
今
の
や
う
に
」
の
「
今
」
が
汎
世
界
的
な
二
十
世
紀
現
代
を
指
す
の
だ
、
と
云
う
の
が
一
般
的
解
釈
で
す
が
、
良
く
考
え
て
見
る
と
作
品
『
刺
青
』
の
発
表
さ
れ
た
「
今
」、
つ
ま
り
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
一
月
の
「
今
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
明
治
四
十
三
年
六
月
に
勃
発
し
、
現
在
大
審
院
で
審
理
中
の
大
逆
事
件
を
念
頭
に
置
い
た
「
今
」
に
相
違
な
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
見
る
と
作
品
『
刺
青
』
の
世
界
は
、
そ
の
よ
う
に
「
激
し
く
軋
み
合
」
う
現
代
日
本
の
時
代
状
況
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
構
築
さ
れ
た
、「『
愚
』
と
云
ふ
貴
い
徳
」
を
柱
と
す
る
感
覚
美
の
世
界
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
来
ま
す
。
大
逆
事
件
を
直
接
、
間
接
に
批
判
し
た
文
学
者
は
、
決
し
て
少
く
な
か
っ
た
こ
と
が
今
日
分
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
谷
崎
が
大
逆
事
件
に
衝
撃
を
受
け
て
、
明
治
天
皇
制
の
原
理
的
考
察
に
取
り
か
か
り
、
男
性
原
理
性
で
は
な
く
女
性
原
理
性
に
天
皇
制
の
本
質
を
見
出
し
、
男
性
原
理
的
天
皇
制
と
し
て
の
明
治
天
皇
制
へ
の
批
判
を
中
軸
と
す
る
実
作
化
と
し
て
の
「
女
帝
」
の
文
学
の
創
作
に
至
っ
た
こ
と
を
仮
説
と
し
て
さ
え
提
起
し
た
研
究
者
は
、
ま
だ
一
人
も
居
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
私
は
、
谷
崎
の
女
性
身
体
崇
拝
の
思
想
は
、
実
に
大
逆
事
件
に
見
る
近
代
（
＝
明
治
）
天
皇
制
の
暴
力
化
、
非
合
理
化
と
い
う
歴
史
現
象
へ
の
本
能
的
ア
ン
チ
パ
シ
イ
か
ら
発
生
し
、
根
づ
き
、
生
長
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
仮
説
を
こ
こ
に
提
出
す
る
こ
と
が
近
代
文
学
研
究
者
と
し
て
の
義
務
で
あ
り
、
又
責
務
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
尤
も
、
こ
こ
で
云
う
明
治
天
皇
制
も
し
く
は
近
代
天
皇
制
と
は
、
今
日
の
平
和
憲
法
が
規
定
す
る
象
徴
天
皇
制
と
は
以
て
非
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。
×　
×　
×
　
谷
崎
文
学
の
全
体
像
を
踏
ま
え
て
み
れ
ば
、
谷
崎
の
近
代
天
皇
制
批
判
の
モ
チ
ー
フ
は
、
近
代
日
本
の
危
機
的
状
況
に
鋭
敏
に
対
応
し
て
文
学
的
8
に
顕
在
化
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
近
代
日
本
の
歴
史
の
中
で
最
も
安
定
し
た
時
期
と
さ
れ
る
大
正
時
代
前
半
期
は
、
谷
崎
文
学
か
ら
反
近
代
天
皇
制
の
モ
チ
ー
フ
に
立
つ
作
品
群
が
姿
を
消
し
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
矛
盾
が
激
化
し
、
日
本
共
産
党
が
地
下
で
結
成
さ
れ
、
治
安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
る
大
正
後
期
か
ら
、
国
家
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
無
産
運
動
へ
の
激
し
い
弾
圧
か
ら
軍
国
主
義
へ
と
傾
斜
し
て
行
く
昭
和
初
期
、
そ
し
て
昭
和
十
年
代
の
天
皇
制
軍
国
主
義
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
か
け
て
、
谷
崎
は
多
く
の
女
性
原
理
天
皇
制
の
主
張
に
立
つ
作
品
群
を
書
き
、
時
代
へ
の
抵
抗
の
姿
勢
を
貫
き
ま
し
た
。『
春
琴
抄
』『
吉
野
葛
』『
細
雪
』
な
ど
の
傑
作
群
が
そ
の
徴
標
で
す
。
　
し
か
し
、
今
回
は
、
特
に
谷
崎
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
時
代
か
ら
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
時
代
へ
の
転
換
点
と
目
さ
れ
る
『
痴
人
の
愛
』
に
絞
っ
て
、
私
の
蕪
雑
な
話
を
締
め
括
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
作
品
『
痴
人
の
愛
』
は
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
大
正
十
三
年
三
月
二
十
日
か
ら
六
月
十
四
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
、
そ
の
後
一
旦
中
絶
し
、
雑
誌
「
女
性
」
に
舞
台
を
移
し
、
同
年
十
一
月
か
ら
翌
十
四
年
七
月
に
か
け
て
掲
載
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
連
載
終
了
と
同
時
に
改
造
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
と
り
あ
え
ず
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
痴
人
の
愛
』
が
雑
誌
「
女
性
」
に
連
載
中
の
大
正
十
四
年
四
月
に
反
体
制
思
想
取
り
締
り
の
強
化
を
目
的
と
し
た
治
安
維
持
法
が
成
立
、
公
布
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
作
者
谷
崎
が
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
箱
根
で
遭
遇
し
た
後
、
関
西
に
移
住
し
、
関
西
の
風
土
と
文
化
を
研
究
、
観
察
す
る
過
程
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
へ
と
移
行
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
時
代
の
総
括
、
清
算
と
し
て
の
『
痴
人
の
愛
』
が
執
筆
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
　
治
安
維
持
法
の
成
立
が
、
日
本
現
代
史
の
転
換
点
の
危
機
的
徴
標
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
迄
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、『
痴
人
の
愛
』
が
関
西
の
風
土
に
身
を
移
し
て
か
ら
後
の
作
品
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
こ
で
改
め
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
谷
崎
は
、
以
後
彼
の
主
要
舞
台
と
な
る
関
西
空
間
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
関
東
大
震
災
ま
で
の
東
京
・
横
浜
を
舞
台
と
す
る
自
分
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
時
代
を
批
判
的
に
相
対
化
、
総
括
し
、
清
算
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
無
論
、
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
谷
崎
論
の
常
識
で
も
あ
り
ま
す
。
　
そ
れ
で
は
、
谷
崎
が
関
西
―
京
阪
神
空
間
（
因
み
に
奈
良
は
入
り
ま
せ
ん
）
で
発
見
し
た
も
の
は
何
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は
、
薄
っ
ぺ
ら
な
東
京
文
化
に
染
ら
ぬ
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
り
、
人
情
で
あ
り
、
風
俗
で
す
。
そ
れ
ら
を
象
徴
す
る
も
の
が
関
西
の
女
性
で
す
。
つ
ま
り
谷
崎
は
関
西
の
女
性
の
身
体
と
精
神
を
発
見
し
、
以
後
、
関
西
の
女
性
を
実
質
的
主
人
公
と
し
、
女
性
原
理
的
な
関
西
の
文
化
、
風
土
を
バ
ッ
ク
と
す
る
作
品
を
書
9 谷崎文学の思想――『痴人の愛』を中心に――
き
続
け
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
に
は
古
代
王
権
的
な
真
の
天
皇
制
文
化
に
回
帰
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
訳
で
す
。
そ
の
頂
点
が
昭
和
十
八
年
か
ら
昭
和
二
十
三
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
傑
作
『
細
雪
』
で
す
。
　
こ
の
傑
作
『
細
雪
』
を
到
達
点
と
し
て
、
そ
れ
迄
の
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
時
代
を
『
細
雪
』
の
高
見
か
ら
眺
め
返
す
と
分
っ
て
く
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
話
を
ア
ス
ト
レ
イ
さ
せ
な
い
た
め
に
言
え
ば
、『
細
雪
』
は
大
阪
の
旧
家
の
三
人
の
娘
―
―
幸
子
、
雪
子
、
妙
子
を
主
人
公
と
す
る
物
語
で
す
が
、
こ
の
三
人
は
、
総
て
が
「
女
帝
」
つ
ま
り
女
性
天
皇
の 
隠
喩 な
の
で
す
ね
。
幸
子
は
明
る
く
調
和
的
な
女
帝
、
雪
子
は
物
静
か
だ
が
芯
の
メ
タ
フ
ァ
ー
強
い
女
帝
、
妙
子
は
男
性
を
破
滅
に
追
い
や
る
凶
々
し
い
女
帝
、
こ
の
女
帝
三
姉
妹
が
、『
細
雪
』
の
主
人
公
で
す
。
肝
腎
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三
姉
妹
が
、
東
京
文
化
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
登
場
せ
し
め
ら
れ
、『
細
雪
』
に
描
か
れ
る
関
西
文
化
圏
の
生
き
た
象
徴
た
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
作
品
『
細
雪
』
に
は
二
つ
の
文
化
空
間
が
あ
り
、
一
つ
は
、
関
西
文
化
空
間
、
他
の
一
つ
は
、
東
京
文
化
空
間
。
そ
し
て
作
品
の
主
要
プ
ロ
ッ
ト
は
、
三
人
が
こ
の
二
つ
の
文
化
空
間
を
往
復
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
こ
に
は
谷
崎
の
隠
れ
た
意
図
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
関
西
文
化
空
間
を
中
心
軸
と
し
て
東
京
文
化
空
間
を
批
判
化
、
相
対
化
す
る
こ
と
で
す
。
因
み
に
作
品
『
細
雪
』
の
中
で
は
、
東
京
文
化
は
、
と
い
う
よ
り
東
京
空
間
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
凶
で
あ
り
、
粗
悪
で
す
。
人
間
か
ら
風
土
、
人
情
、
言
語
迄
が
カ
サ
カ
サ
乾
燥
し
て
合
理
的
で
あ
り
、
余
韻
が
な
い
、
含
蓄
が
な
い
。
そ
し
て
悪
い
こ
と
ば
か
り
起
る
。
良
い
も
の
は
宮
城
と
隅
田
川
、
そ
し
て
歌
舞
伎
ぐ
ら
い
。
悪
い
方
の
極
め
つ
き
が
戦
争
で
す
。
も
う
一
つ
、
東
京
文
化
空
間
を
象
徴
す
る
の
が
家
父
長
制
―
つ
ま
り
プ
チ
男
性
天
皇
制
。
実
は
、
蒔
岡
家
は
四
人
姉
妹
の
家
で
、
長
女
の
鶴
子
は
、
辰
雄
と
い
う
夫
を
養
子
に
迎
え
た
の
で
す
が
、
鶴
は
辰
に
敵
わ
な
い
。
三
人
の
妹
は
、
そ
れ
ぞ
れ
女
帝
な
の
に
、
鶴
子
だ
け
は
辰
雄
に
負
け
て
家
父
長
制
―
つ
ま
り
男
性
原
理
の
家
の
妻
と
し
て
主
体
を
抜
き
取
ら
れ
て
、
し
ょ
ぼ
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鶴
子
の
夫
辰
雄
は
銀
行
員
な
の
で
す
が
、
や
が
て
東
京
の
丸
の
内
支
店
長
と
な
っ
て
蒔
岡
本
家
は
東
京
に
引
越
す
こ
と
に
な
る
―
因
み
に
こ
れ
は
事
実
だ
そ
う
で
す
。
―
の
だ
か
ら
、
谷
崎
の
寓
意
は
明
ら
か
で
す
。
丸
の
内
と
言
え
ば
、
皇
居
の
内
濠
の
直
近
の
空
間
で
す
。 
応 
に
辰
雄
の
家
は
、
近
代
天
皇
制
ま
さ
の
男
性
原
理
の
家
で
、
そ
の
上
、
男
の
子
ば
か
り
が
生
れ
る
の
で
す
か
ら
。
　
そ
れ
に
対
し
て
女
性
原
理
の
家
、
つ
ま
り
女
性
原
理
天
皇
制
空
間
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
登
場
す
る
の
が
次
女
幸
子
の
蒔
岡
分
家
―
神
戸
芦
屋
の
家
で
す
。
こ
こ
で
は
総
て
が
幸
子
を
中
心
と
し
て
運
営
さ
れ
る
。『
細
雪
』
で
有
名
な
春
夏
秋
冬
の
行
事
も
総
て
「
女
帝
」
幸
子
が
企
画
し
実
行
す
10
る
。
そ
の
世
界
の
男
女
の
関
係
は
、
幸
子
の
夫
（
婿
養
子
）
が
貞
之
助
と
い
う
名
前
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。
貞
と
い
う
の
は
、
夫
に
仕
え
る
妻
の
貞
節
が
原
意
で
す
が
、
こ
こ
で
は
夫
が
妻
に
仕
え
る
意
で
す
。
そ
れ
で
い
て
仲
が
良
い
。
さ
し
づ
め
、
英
国
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
と
の
関
係
で
す
ね
。
こ
の
幸
子
夫
婦
が
『
細
雪
』
の
真
の
主
人
公
で
す
。
有
名
な
雪
子
は
、
プ
ロ
ッ
ト
を
推
進
す
る
上
で
は
中
心
人
物
で
す
が
、
必
ず
し
も
主
人
公
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
も
う
お
分
り
と
思
い
ま
す
が
、『
細
雪
』
は
、
関
西
に
お
け
る
女
性
原
理
天
皇
制
空
間
を
伝
統
的
な
、
真
の
天
皇
制
空
間
と
し
て
定
立
し
、
東
京
を
中
心
と
す
る
男
性
原
理
天
皇
制
空
間
の
粗
悪
性
、
暴
力
性
、
贋
物
性
を
密
か
に
、
そ
し
て
徹
底
的
に
批
判
し
た
文
明
批
評
小
説
な
の
で
、
そ
こ
に
谷
崎
に
お
け
る
近
代
天
皇
制
批
判
の
集
大
成
と
し
て
の
こ
の
作
品
の
位
置
が
あ
り
ま
す
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
傑
作
『
細
雪
』
の
高
見
か
ら
関
西
移
住
に
よ
っ
て
谷
崎
が
発
見
し
た
も
の
を
端
的
に
要
約
す
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
と
伝
統
に
根
づ
い
た
「
女
帝
」
の
文
化
空
間
で
あ
り
、
近
代
（
＝
明
治
）
天
皇
制
の
贋
物
性
に
対
す
る
〈
も
う
一
つ
の
（
＝
真
の
）
天
皇
制
〉
空
間
で
あ
っ
た
の
で
す
。
×　
×　
×
　
話
を
元
に
戻
し
ま
す
と
、
そ
の
よ
う
な
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
時
代
の
谷
崎
の
到
達
点
と
し
て
の
『
細
雪
』
の
高
見
か
ら
『
痴
人
の
愛
』
執
筆
時
代
の
谷
崎
を
振
り
返
る
と
、
関
西
に
移
住
し
た
谷
崎
の
第
一
の
仕
事
が
、
今
迄
東
京
・
横
浜
文
化
圏
で
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
っ
て
い
た
谷
崎
が
、
関
西
で
発
見
し
た
女
性
原
理
天
皇
制
文
化
の
空
間
の
現
実
性
を
足
が
か
り
と
し
て
、
今
迄
の
彼
の
仕
事
を
総
括
、
清
算
し
、
改
め
て
固
有
の
世
界
観
の
表
現
と
し
て
の
〈
も
う
一
つ
の
天
皇
制
〉
文
学
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
女
帝
ナ
オ
ミ
を
中
心
軸
と
す
る
作
品
『
痴
人
の
愛
』
を
産
ん
だ
根
源
的
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
と
私
は
思
う
の
で
す
。
×　
×　
×
　
そ
こ
で
作
品
『
痴
人
の
愛
』
で
す
が
、
こ
の
作
品
の
主
題
が
譲
治
と
い
う
青
年
と
奈
緒
美
と
い
う
少
女
と
の
風
変
り
な
恋
愛
、
そ
し
て
結
婚
生
活
の
八
年
に
わ
た
る
事
実
を
、
主
人
公
の
河
合
譲
治
が
「
出
来
る
だ
け
正
直
に
、
ざ
つ
く
ば
ら
ん
に
、
有
り
の
ま
ゝ
」（『
痴
人
の
愛
』
一
、
以
下
題
名
略
）
に
書
い
た
男
性
一
人
称
小
説
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
申
し
上
げ
る
迄
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
今
、「
小
説
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
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主
人
公
河
合
譲
治
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
八
年
間
の
ナ
オ
ミ
と
の
恋
愛
、
結
婚
生
活
の
「
正
直
」
な
、
何
事
も
隠
さ
な
い
「
有
り
の
ま
ゝ
の
事
実
」
に
基
づ
い
た
誠
実
な
「
記
録
」
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
「
記
録
」
の
内
実
と
は
、
ふ
つ
う
夫
が
世
間
に
向
っ
て
打
ち
明
け
る
こ
と
を
恥
と
す
る
妻
と
の
夫
婦
生
活
の
精
神
と
肉
体
に
相
亘
る
男
女
関
係
の
機
微
や
秘
密
な
の
で
す
か
ら
、
譲
治
の
言
う
「
記
録
」
と
は
、
実
は
「
告
白
」
の
意
味
で
あ
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
作
品
『
痴
人
の
愛
』
は
、
正
確
に
言
え
ば
、
男
性
一
人
称
告
白
体
小
説
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
譲
治
は
、
続
け
て
「
そ
れ
は
私
自
身
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
な
い
貴
い
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
、
恐
ら
く
は
読
者
諸
君
に
取
つ
て
も
、
き
つ
と
何
か
の
参
考
資
料
と
な
る
に
違
ひ
な
い
」
云
々
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
結
末
部
分
で
の
「
此
れ
で
私
達
夫
婦
の
記
録
は
終
り
と
し
ま
す
。
此
れ
を
読
ん
で
、
馬
鹿
々
々
し
い
と
思
ふ
人
は
笑
つ
て
下
さ
い
。
教
訓
に
な
る
と
思
ふ
人
は
、
い
ゝ
見
せ
し
め
に
し
て
下
さ
い
。
私
自
身
は
、
ナ
オ
ミ
に
惚
れ
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、
ど
う
思
は
れ
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
い
う
叙
述
と
相
俟
っ
て
、
作
品
『
痴
人
の
愛
』
で
遂
行
さ
れ
る
「
告
白
」
の
内
容
の
真
実
性
や
有
効
性
に
対
す
る
主
人
公
で
あ
り
、
語
り
手
で
あ
る
譲
治
の
深
い
自
信
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
殆
ん
ど
夏
目
漱
石
『
こ
ゝ
ろ
』
の
主
人
公
先
生
の
自
己
の
過
去
か
ら
得
た
思
想
の
内
発
性
に
対
す
る
深
い
自
信
と
衿
持
と
を
連
想
せ
し
め
る
程
で
す
。
　
漱
石
の
『
こ
ゝ
ろ
』、
そ
の
中
核
を
占
め
る
「
先
生
と
遺
書
」
の
篇
と
谷
崎
の
『
痴
人
の
愛
』
は
男
性
一
人
称
告
白
体
小
説
で
あ
る
と
云
う
点
で
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
大
体
、
日
本
近
代
小
説
で
は
、
男
性
一
人
称
告
白
体
小
説
に
傑
作
が
多
い
。
鴎
外
の
『
舞
姫
』、
田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』、
武
者
小
路
実
篤
の
『
お
目
出
た
き
人
』、
志
賀
直
哉
の
『
和
解
』
等
々
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
私
小
説
で
あ
る
か
虚
構
小
説
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ど
う
し
て
こ
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
な
天
皇
制
と
い
う
与
え
ら
れ
た
枠
組
の
中
で
言
え
ば
、
こ
れ
ら
作
品
の
主
人
公
は
、
悉
く
プ
チ
天
皇
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
「
家
長
」
か
「
家
長
」
の
卵
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
事
情
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
　
し
か
し
、
と
り
わ
け
漱
石
『
こ
ゝ
ろ
』
と
谷
崎
『
痴
人
の
愛
』
と
は
相
似
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
二
作
品
は
共
に
、
男
性
的
自
我
も
し
く
は
男
性
原
理
の
自
己
解
体
小
説
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
二
人
の
作
者
は
共
に
こ
れ
ら
の
作
品
で
、
自
己
の
拠
っ
て
立
つ
世
界
観
の
基
軸
を
精
神
か
ら
肉
体
へ
、
ロ
ゴ
ス
か
ら
エ
ロ
ス
へ
、
そ
し
て
男
性
原
理
か
ら
女
性
原
理
へ
移
す
こ
と
の
歴
史
的
必
然
性
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
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こ
の
歴
史
的
必
然
性
を
必
然
性
と
し
て
受
容
し
え
な
か
っ
た
『
こ
ゝ
ろ
』
の
主
人
公
先
生
は
、
精
神


に
殉
じ
て
死
に
、
必
然
性
を
必
然
性
と
し
て
受
容
し
え
た
『
痴
人
の
愛
』
の
主
人
公
譲
治
は
、
自
己
の
世
界
観
の
基
軸
を
精
神
か
ら
肉
体


に
移
し
て
生
き
続
け
る
の
で
す
。
　
見
方
を
代
え
れ
ば
、『
こ
ゝ
ろ
』
の
先
生
が
家
長
で
あ
っ
た
よ
う
に
、『
痴
人
の
愛
』
の
譲
治
も
家
長
で
す
。
彼
ら
は
二
人
と
も
子
供
の
な
い
夫
と
妻
二
人
暮
し
の
家
を
構
成
し
て
い
る
が
、
先
生
は
奥
さ
ん
に
対
し
て
、
家
長
で
あ
る
が
故
に
、
奥
さ
ん
に
自
己
の
過
去
を
告
白
す
る
こ
と
が
出
来
ず
自
殺
す
る
。
先
生
が
自
殺
す
る
に
当
っ
て
「
明
治
の
精
神
」
に
殉
死
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
決
し
て
矛
盾
で
は
な
い
。「
明
治
の
精
神
」
と
は
、
明
治
国
家
の
家
長
で
あ
る
明
治
天
皇
と
共
に
あ
っ
た





精
神
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
先
生
も
プ
チ
〈
明
治
天
皇
〉
で
あ
っ
た
か
ら
、
明
治
天
皇
の
崩
御
し
た
後
、
時
勢
遅
れ
と
自
己
を
認
識
し
て
生
命
を
絶
つ
の
で
す
ね
。
先
生
は
、
明
治
天
皇
制
の
中
で
人
と
な
り
、
明
治
天
皇
制
に
殉
死
す
る
の
で
す
。
　　
『
痴
人
の
愛
』
の
譲
治
も
プ
チ
天
皇
と
し
て
の
家
長
で
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
死
ぬ
必
要
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
家
長
権
を
ナ
オ
ミ
に
譲
っ
た



か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
彼
の
名
前
は
譲
治


な
の
で
す
。
譲
治
な
ど
と
言
う
名
前
は
、
世
間
に
多
い
が
、
作
品
『
痴
人
の
愛
』
に
お
け
る
譲
治
と
妻
ナ
オ
ミ
と
の
確
執
、
闘
争
に
想
い
を
致
せ
ば
、
治
世
を
譲
る
と
い
う
意
味
の
譲
治
と
い
う
命
名
法
は
、
作
品
『
痴
人
の
愛
』
で
は
こ
れ
以
外
に
な
く
、
必
然
な
の
で
す
。
男
性
家
長
譲
治
に
代
っ
て
、
女
性
家
長
ナ
オ
ミ
が
位
に
つ
く
。
つ
ま
り
、
男
性
天
皇
が
女
性
天
皇
に
位
を
譲
っ
て
、
プ
チ
天
皇
制
と
し
て
の
家
＝
国
家
と
い
う
制
度
が
永
遠
に
安
定
す
る
。
そ
こ
に
男
性
中
心
原
理
的
天
皇
制
と
い
う
も
の
が
日
本
近
代
の
拵
え
上
げ
た
疑
似
天
皇
制
＝
モ
ダ
ニ
ズ
ム
天
皇
制
で
あ
り
、
伝
統
的
な
真
の
天
皇
制
と
い
う
も
の
は
女
性
中
心
原
理
的
天
皇
制
で
あ
る
と
す
る
谷
崎
の
文
明
批
評
に
し
て
国
体
批
判
の
モ
チ
ー
フ
が
、
巧
み
に
メ
タ
フ
ァ
ー
さ
れ
て
い
る
訳
で
す
。
　　
『
痴
人
の
愛
』
と
い
う
作
品
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
日
本
近
代
に
稀
な
る
思
想
小
説
、
文
明
批
評
小
説
で
す
。
そ
し
て
、
天
皇
制
の
本
質
が
、
女
性
原
理
性
―
感
情
と
か
感
覚
と
か
肉
体
と
か
エ
ロ
ス
性
に
あ
る
べ
き
で
、
精
神
と
か
理
性
と
か
ロ
ゴ
ス
と
か
―
男
性
原
理
性
と
か
は
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
も
の
、
従
属
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
谷
崎
の
天
皇
制
観
は
、
単
に
日
本
の
天
皇
制
論
の
範
疇
に
留
ま
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
汎
二
十
世
紀
の
男
性
原
理
的
な
世
界
的
近
代
の
の
り
こ
え




の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
今
日
益
々
思
想
と
し
て
の
先
駆
的
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
主
張
し
え
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
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　因
み
に
、
漱
石
も
『
こ
ゝ
ろ
』
以
後
、『
道
草
』『
明
暗
』
の
世
界
で
男
性
原
理
に
対
す
る
女
性
原
理
の
優
越
性
こ
そ
、
来
る
べ
き
世
界
観
で
あ
る
こ
と
を
私
達
に
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
も
申
し
添
え
て
置
き
ま
す
。
以
上
で
、
私
の
拙
な
い
話
を
終
り
ま
す
。
長
時
間
、
御
静
聴
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
終
）
 
（
こ
い
ず
み
・
こ
う
い
ち
ろ
う　
東
海
大
学
名
誉
教
授
）
 
二
〇
〇
九
年
度
十
月
十
日
成
城
国
文
学
年
度
大
会　
講
演
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